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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器にはレバーとスイッチとが設けられ、レバーが回転中心部を中心として揺動運動を
行うことによりスイッチをオン・オフ動作する遊技操作装置において、レバーがパイプに
より構成され、レバーの容器よりも前側に突出する前部には光透過性の合成樹脂により構
成された操作部が結合され、レバーの後部から内部には光源とコネクタとからなる光源ユ
ニットが挿入され、レバーの後部にはボトムキャップが装着されることにより、光源ユニ
ットが操作部とボトムキャップとで挟まれてレバーの内部に設置されたことを特徴とする
遊技操作装置。
【請求項２】
　レバーの後部に雄螺子部又は雌螺子部を設け、ボトムキャップに雌螺子部又は雄螺子部
を設け、ボトムキャップがレバーの後部に上記雄螺子部と雌螺子部とからなる螺子により
装着されたことを特徴とする請求項１記載の遊技操作装置。
【請求項３】
　操作部には光拡散部がレバーの中心孔から前方に連接された半球形状に設けられたこと
を特徴とする請求項１記載の遊技操作装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レバーの内部に光源を交換容易かつ不正行為防止可能に適切に設置できる遊
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技操作装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１で開示された遊技操作装置は、光源がレバーの先端に固定された操作部の内
部に設けられているので、光源が点灯不良になった場合、光源を交換することができない
という欠点がある。
【０００３】
　特許文献２乃至特許文献４で開示された遊技操作装置は、光源がレバーの先端に着脱可
能に装着された操作部の内部又はレバーの内部に設けられており、光源が点灯不良になっ
た場合、光源を交換することができるようになっているが、遊技者が操作部をレバーから
外して不正操作部材を機械の内部に挿入するという不正行為が行われる可能性があるとい
う欠点がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特願２０００－１２６３６４号公報
【特許文献２】特願２００９－１３１５０９号公報
【特許文献３】特願２００８－１５４８６４号公報
【特許文献４】特願２００１－３１４５４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　発明が解決しようとする課題は、レバーの内部に光源を交換容易かつ不正行為防止可能
に適切に設置できるようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る遊技操作装置は、容器にレバーとスイッチとが設けられ、レバーが回転中
心部を中心として揺動運動を行うことによりスイッチをオン・オフ動作する遊技操作装置
において、レバーがパイプにより構成され、レバーの容器よりも前側に突出する前部には
光透過性の合成樹脂により構成された操作部が結合され、レバーの後部から内部には光源
とコネクタとからなる光源ユニットが挿入され、レバーの後部にはボトムキャップが装着
されることにより、光源ユニットが操作部とボトムキャップとで挟まれてレバーの内部に
設置されたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係る遊技操作装置は、光源とコネクタとからなる光源ユニットが操作部とボト
ムキャップとで挟まれてパイプからなるレバーの内部に設置されたことによって、レバー
の内部に光源を交換容易かつ不正行為防止可能に適切に設置できるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】Ａ図は実施の形態１に係る遊技操作装置の光源ユニットがレバーの内部に設けら
れる部分を示す分解図、Ｂ図は光源ユニット１２がレバーの内部に装着された状態を示す
組立図。
【図２】実施の形態１に係る遊技操作装置の中立状態を示す縦断面図。
【図３】実施の形態１に係る遊技操作装置の動作状態を示す縦断面図。
【図４】実施の形態１に係る遊技操作装置を示す分解図。
【図５】実施の形態１に係る光源ユニットを示す分解図。
【図６】実施の形態１に係る遊技操作装置を示す外観図。
【図７】実施の形態２に係る光源ユニットを示す分解図。
【発明を実施するための形態】
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【０００９】
「実施の形態１」
　本明細書における「前」、「後」、「左」、「右」、「上」、「下」の方向は、図６の
状態に遊技操作装置１を置いて矢印Ｓで示す前側から見た場合に特定される方向である。
【００１０】
　図２に示すように、実施の形態１に係る遊技操作装置１は、前容器２と後容器３とから
なる容器にレバー６とスイッチ１０とが設けられ、レバー６が回転中心部を中心として揺
動運動を行うことによりスイッチ１０をオン・オフ動作する構成において、レバー６がパ
イプにより構成され、レバー６の容器よりも前側に突出する前部に光透過性の合成樹脂に
より構成された操作部１１が結合され、レバー６の後部から内部には光源１３とコネクタ
１４とからなる光源ユニット１２が挿入され、レバー６の後部にはボトムキャップ２４が
装着されることにより、光源ユニット１２が操作部１１とボトムキャップ２４とで挟まれ
てレバー６の内部に設置された構造である。
【００１１】
　よって、遊技操作装置１によれば、操作部１１がレバー６の前部に結合されて操作する
人によりレバー６から外せないので、遊技者が操作部１１をレバー６から外して不正操作
部材を機械の内部に挿入するという不正行為を行うことはできない。しかも、光源１３が
点灯不良になった場合、後容器３が前容器２から外された状態において、ボトムキャップ
２４がレバー６から外され、光源ユニット１２がレバー６から後方に引き抜かれ、点灯不
良の光源１３を点灯良好な光源１３に交換することができるので、光源の交換が容易であ
る。つまり、遊技操作装置１によれば、レバー６の内部に光源１３を交換容易かつ不正行
為防止可能に適切に設置することができる。
【００１２】
　この実施の形態１では、前容器２と後容器３で囲まれる１つの内部空間に固定軸受４と
可動軸受５とレバー６とスライダー７とスイッチ作動体８と中立保持ばね９及びスイッチ
１０を備え、レバー６の前容器２よりも前方に突出する前部に操作部１１を備える。前容
器２及び後容器３は、遊技操作装置１の装置躯体としての容器を構成する。レバー６の内
部には、光源ユニット１２が設けられる。光源ユニット１２は、少なくとも、光源１３と
コネクタ１４とからなる。光源１３にはカバーレンズ１５が被されている。光源ユニット
１２がレバー６の内部に設けられる構造については、図１で説明する。
【００１３】
　図１を参照し、光源ユニット１２がレバー６の内部に設けられる構造ついて説明する。
図１のＡ図及びＢ図は、レバー６と操作部１１及びボトムキャップ２４が中心線の延びる
方向に切断され状態で図示され、光源ユニット１２及びカバーレンズ１５は断面されてい
ない状態で図示されている。
【００１４】
　図１のＡ図において、レバー６は、パイプにより構成された中空状になっている。この
中空状のレバー６の前部には、操作部１１が設けられる。レバー６と操作部１１とが互い
に結合されており、操作部１１は操作する人によりレバー６から外せない態様である。レ
バー６と操作部１１とを互いに結合する構造は、操作部１１を成形する型に予め製作され
たレバー６をインサート部材として配置した状態において当該型に操作部１１を成形する
材料を射出して、操作部１１とレバー６とを互いに結合した状態に構成するか、又は、レ
バー６と操作部１１とを互いに別部材として製作しておき、レバー６の前部を操作部１１
のレバー取付孔に嵌め込む場合に接着剤を付け、レバー６と操作部１１とを接着剤で結合
した状態に構成すればよい。このようにレバー６と操作部１１とを接着剤で結合する場合
、レバー６の前部に雄螺子部を設け、操作部１１に雌螺子部を設け、操作部１１がレバー
６の前部に雄螺子部と雌螺子部とからなる螺子により装着される場合にレバー６と操作部
１１とを接着剤で結合した状態に構成してもよい。要するに、操作部１１が操作する人に
よりレバー６から外せないようにレバー６に結合されていればよい。
【００１５】
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　操作部１１は、光透過性の合成樹脂からなる球体になっている。操作部１１を構成する
合成樹脂は、透明でもよいが、有色の半透明のものを用いて操作する人に内部の構造を見
せないようになっている。操作部１１を構成する合成樹脂は、その内部に光拡散材を混入
することにより、光源ユニット１２から放出された光を光拡散材で拡散して操作部１１を
全体的に均一な照明とする構成でもよい。操作部１１の内部には、光拡散部１８がレバー
６の中心孔から前方に連接された半球形状に設けられる。レバー６の後部の外面には、雄
螺子部１９が設けられる。
【００１６】
　光源ユニット１２の光源１３は、図示は省略するが、例えば、回路基板の前面に発光部
材として例えば光の３原色を発光するＬＥＤが実装され、当該ＬＥＤ及び回路基板が中空
状の容器に収容され、ＬＥＤの端子が容器より後方に突出した構成になっている。以下、
ＬＥＤの端子を光源端子２０といい、コネクタ１２の端子をコネクタ端子２１という。光
源端子２０とコネクタ端子２１とは、互いに接続される。光源端子２０とコネクタ端子２
１との互いに接続された部分は、絶縁材としての合成樹脂製のコネクタボディ２２の内部
に配置される。コネクタ端子２１にはコネクタ配線２３が接続される。コネクタ配線２３
は、被覆電線により構成されており、コネクタボディ２２の内部から後方に突出する長さ
を有する。
【００１７】
　コネクタボディ２２の前部にはカバーレンズ１５が設けられる。カバーレンズ１５は、
光透過性の合成樹脂からなる半球形状であって、カバーレンズ１５の後面から内部に半球
形状に窪む凹部を有する。このカバーレンズ１５の凹部は光源１３を収容する部分である
。光源１３がカバーレンズ１５の凹部に収容されように、カバーレンズ１５が光源１３に
被せられることにより、カバーレンズ１５と光源１３の上記図外の容器とが互いに接触し
て、カバーレンズ１５が光源１３から脱落しないようになっている。カバーレンズ１５を
構成する合成樹脂は、透明又は有色の半透明のいずれでもよいが、有色の半透明の場合、
操作部１１を構成する合成樹脂の色との組み合わせを考慮して使用する色を決めればよい
。例えば、カバーレンズ１５を構成する合成樹脂と操作部１１を構成する合成樹脂との色
が同色でも異色であってもよい。
【００１８】
　ボトムキャップ２４は、光源ユニット１２がレバー６から脱落しないようにレバー６の
後部に取り付けられる蓋である。ボトムキャップ２４には、雌螺子部２５がボトムキャッ
プ２４の前面から内部への窪みの内面にレバー６の雄螺子部１９に装着される形状に形成
される。ボトムキャップ２４の雌螺子部２５の形成された窪みを塞ぐ後壁には、配線孔２
６が前後方向に貫通して設けられる。
【００１９】
　光源ユニット１２は、レバー６の内部に次のように取り付けられる。図１のＡ図におい
て、カバーレンズ１５が光源１３に被せられてコネクタボディ２２に接触した状態になっ
ている場合を例として説明する。先ず、カバーレンズ１５を上に向けて光源ユニット１２
から脱落しない状態のまま先頭として、光源ユニット１２が操作部１１を上に向けたレバ
ー６の下方（図１のＡ図に示す矢印Ｘ１と同じ方向）からレバー６の内部に挿入されるこ
とにより、カバーレンズ１５の半球形の前部が操作部１１の光拡散部１８に収容される。
【００２０】
　これにより図１のＢ図に示すように、カバーレンズ１５の筒状の後部と光源１３及びコ
ネクタボディ２２がレバー６の内部にレバー６と接触して配置される。次に、光源ユニッ
ト１２のコネクタ配線２３のレバー６より後方に突出した部分がボトムキャップ２４の前
方から配線孔２６に挿入され、ボトムキャップ２４の雌螺子部２５がレバー６の雄螺子部
１９に装着され、ボトムキャップ２４の配線孔２６の周りの後壁がレバー６の後端面に接
触し、ボトムキャップ２４がレバー６に取り付けられる。つまり、ボトムキャップ２４が
レバー６の後部に雄螺子部１９と雌螺子部２５とからなる螺子により装着された構成であ
るので、別のビスや止輪のような固定具を用いることなく、ボトムキャップ２４をレバー
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６に簡単に着脱することがでる。図示は省略するが、ボトムキャップ２４に雄螺子部を設
け、レバー６の後部に雌螺子部を設けて、ボトムキャップ２４がレバー６の後部に雄螺子
部と雌螺子部とからなる螺子により装着された構成により、光源ユニット１２が操作部１
１とボトムキャップ２４とで挟まれてレバー６の内部に設置されるようにしてもよい。
【００２１】
　また、ボトムキャップ２４の配線孔２６の周りの後壁の一部がレバー６の内部孔よりも
中心の方向に突出し、光源ユニット１２及びカバーレンズ１５が操作部１１とボトムキャ
ップ２４とで前後方向に挟まれてレバー６に脱落しないように装着された状態となって取
り付けられ、コネクタ配線２３の後部はボトムキャップ２４より後方に突出している。
【００２２】
　その状態において、光源ユニット１２の光源１３が点灯不良になった場合、ボトムキャ
ップ２４がレバー６から外され、コネクタ配線２３が後方（図１のＡ図に示す矢印Ｘ２と
同じ方向）に引き抜かれると、それに伴って、少なくとも、光源ユニット１２がレバー６
から引き抜かれる。その場合、カバーレンズ１５は、レバー６から引き抜かれることもレ
バー６の内部に残ることもある。上記引き抜かれた光源ユニット１２において、点灯不良
の光源１３を点灯良好な光源１３に交換すれば、光源ユニット１２として再び使用するこ
とができる。
【００２３】
　図５を参照し、光源ユニット１２の構成部品について説明する。光源ユニット１２のコ
ネクタボディ２２は、中心線の延びる方向の１つの平面で２つに開閉される第１ボディ２
９と第２ボディ３０とを備える。第１ボディ２９の第２ボディ３０の側の平面には、配線
収容部３１が当該第１ボディ２９の平面から内部に窪みかつ第１ボディ２９の中心線の延
びる方向の一端と他端とにわたる溝として形成される。第２ボディ３０の第１ボディ２９
の側の平面には、配線収容部３２が当該第２ボディ３０の平面から内部に窪みかつ第２ボ
ディ３０の中心線の延びる方向の一端と他端とにわたる溝として形成される。
【００２４】
　そして、複数本の光源端子２０と複数本のコネクタ端子２１とが互いに１本ずつ接続さ
れ、当該光源端子２０とコネクタ端子２１との互いに接続された部分と並列に並べられた
複数本のコネクタ配線２３とが配線収容部３１と配線収容部３１とに収容されるように、
第１ボディ２９の平面と第２ボディ３０の平面とが互いに接触するように向かい合わされ
て閉じられる。
【００２５】
　上記閉じられた状態において、第１ボディ２９と第２ボディ３０とが互いに開かないよ
うに接着剤又は粘着テープ又は接着テープ又は固定具又は係合具を使用して仮止めしてお
いてもよい。この仮止めは、点灯不良の光源１３を点灯良好な光源１３に交換する場合に
第１ボディ２９と第２ボディ３０とを開くことが可能となるように止めた態様である。固
定具又は係合具は、コネクタボディ２２と別の部材として構成してもよいが、第１ボディ
２９に凹部又は凸部を形成し、第２ボディ３０に凸部又は凹部を形成し、それらの凹部と
凸部とが互いに係合される構成でもよい。
【００２６】
　図２に戻り、遊技操作装置１について説明する。遊技操作装置１は、相手側部材８５に
取り付けられた状態で遊技者により操作される。相手側部材８５は、遊技操作装置１が取
り付けられる遊技機筐体の前部を構成する部材である。遊技操作装置１が相手側部材８５
に取り付けられる構造は、図２に示す構造に限定されるものではないが、例えば、有頭ボ
ルトのような固定具８６が遊技操作装置１の取付部３９；５０（図４参照）を経由して相
手側部材８５に装着されることによって、遊技操作装置１が相手側部材８５に取り付けら
れる。
【００２７】
　図２において、遊技操作装置１の固定軸受４および可動軸受５からなる軸受がレバー６
の後部を前容器２に回転可能に支持する回転中心部を構成する。遊技操作装置１が相手側
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部材８５に取り付けられ、遊技機における図外の制御装置から電力がコネクタ配線２３を
経由してレバー６の内部における光源１３に供給されて、光源１３が点灯すると、光源１
３から前方に放射された光Ｒ１がカバーレンズ１５を通過して操作部１１を照明する。こ
の実施の形態１では、光拡散部１８が操作部１１にレバー６の中心孔から前方に連接され
た半球形状に設けられているので、光源１３から前方に放射された光Ｒ１が光拡散部１８
の半球形状により半球形状に拡散し操作部１１を全体的に一様の明るさで照明することが
できる。
【００２８】
　また、遊技者がレバー６から操作力を解除し、レバー６が負荷を受けていない場合、中
立保持ばね９の弾力がスライダー７からボトムキャップ２４を経由してレバー６に前方に
押す方向に伝達されるので、中立保持ばね９が固定軸受４および可動軸受５からなる軸受
を回転中心部としてレバー６を中立位置に保持するような弾力をレバー６に与える。この
ようにレバー６が中立位置に保持された場合、図２に示すように、前容器２の前後方向に
延びる中心線Ｌ１とレバー６の前後方向に延びる中心線Ｌ２とが互いに重なる。
【００２９】
　上記図２に示すように、レバー６が中立位置に保持され、遊技機における図外の制御装
置から電力がスイッチ１０に供給されている場合、スイッチ作動体８が中立保持ばね９の
弾性で後方から前方に移動してスイッチ１０の光Ｒ２よりも前方に離れ、スイッチ１０が
スイッチ作動体８を検出していないことを示すオフ信号を図外の制御装置に出力する。つ
まり、スイッチ作動体８が中立保持ばね９の弾性で前方に移動してスイッチ１０の光Ｒ２
を遮断していなければ、スイッチ１０がスイッチ作動体８を検出していないオフ動作した
状態になる。
【００３０】
　上記オフ状態において、遊技者が操作部１１を例えば図２に矢印Ｘ３で示すように上か
ら下に又は図２の紙面の裏側から表側の方向の右から左に又は斜めの方向に押すことによ
って、レバー６が中立保持ばね９の弾性に抗して固定軸受４および可動軸受５からなる回
転中心部を中心とする放射状の方向に揺動運動を行う。
【００３１】
　これに伴い、図３に示すように、前容器２の中心線Ｌ１とレバー６の中心線Ｌ２とが回
転中心部を交差点として互いに交差し、可動軸受５が傾いてスライダー７を後方に押して
、ばね受止体１０およびスイッチ作動体８が中立保持ばね９の弾性に抗して前方から後方
に直線的に移動し、スイッチ作動体８がスイッチ１０の光Ｒ２を遮断し、スイッチ１０が
スイッチ作動体８を検出したオン信号を上記制御装置に出力する。
【００３２】
　要するに、遊技操作装置１は、レバー６が固定軸受４および可動軸受５からなる回転中
心部を中心とする揺動運動を行うと、スイッチ作動体８が前後方向の直線運動を行う構造
になっている。
【００３３】
　上記のように前容器２の中心線Ｌ１とレバー６の中心線Ｌ２とが回転中心部を交差点と
して互いに交差し、レバー６が回転中心部として揺動運動を行うように操作された場合に
おいても、光源ユニット１２がレバー６の内部に操作部１１とボトムキャップ２４とで挟
まれて定位置に静止するように設置されているので、例えば光源１３が１個であっても、
光源１３から前方に放射された光Ｒ１が操作部１１を好適に照明する。また、光源ユニッ
ト１２の光源１３がレバー６と操作部との接続される部分に配置されているので、光源１
３から前方に放射された光Ｒ１が操作部１１の光源１３と対応する中央に偏ることなく操
作部１１を全体的に一様の明るさに照明するという利点がある。
【００３４】
　このようにレバー６が固定軸受４および可動軸受５からなる回転中心部を中心とする揺
動運動を行う場合、図４に示す前容器２のストッパー３６と可動軸受５のストッパー６１
とが円周方向で衝突して、レバー６の円周方向への回転運動範囲が規制されるので、光源
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ユニット１２がレバー６の内部に操作部１１とボトムキャップ２４とで挟まれて定位置に
静止するように設置された構成であっても、コネクタ配線２３が捻じられることがなく、
コネクタ配線２３が適切に電気を光源１３に供給することができる。
【００３５】
　図４を参照し、遊技操作装置１の各構成部材について詳述する。前容器２には、軸受収
容部３５、ストッパー３６、レバー用孔３７、鍔３８、取付部３９、ケース固定部４０が
設けられる。軸受収容部３５は、前容器２の後面から内部への窪みを構成する。ストッパ
ー３６は、レバー６の円周方向への回転運動範囲を規制するものであって、軸受収容部３
５の内面から軸受収容部３５の中心の方向に突出する。レバー用孔３７は、前後方向への
貫通孔として、前容器２の前壁の中心部に形成される。鍔３８は、前容器２の後部から外
側に突出した方形な板状になっている。取付部３９は、ケース固定部４０と干渉しない位
置で、鍔３８の周縁部に前後方向への貫通孔として複数個設けられる。取付部３９は、遊
技操作装置１を図２の相手側部材８５に取り付けられる場合に使用される。
【００３６】
　図４に戻り、ケース固定部４０は、前容器２と後容器３とを互いに結合する場合に使用
されるものであって、複数個設けられ、鍔３８の周縁部から前方に突出した弾性片の先端
部にフック４１を備える。図４には右側の１個のケース固定部４０が図示され、左側の１
個のケース固定部４０が軸受収容部３５の囲む部分の向こうに位置する関係から図示され
ていない。
【００３７】
　後容器３には、スライダー収容部４４、ガイド部４５、スイッチ収容部４６、カバー固
定部４７、鍔４８、ケース固定部４９、取付部５０が設けられる。スライダー収容部４４
は、前方から後方への窪みを構成する。ガイド部４５は、スライダー７を前後方向に直線
運動するように案内するものであって、スライダー収容部４４の内面から直径方向外側に
窪みにスライダー収容部４４の前面から後方に延びる溝として、スライダー収容部４４の
内面に形成される。
【００３８】
　スイッチ収容部４６は、スライダー収容部４４の中心よりも直径方向外側にずれた位置
に配置され、スライダー収容部４４の後壁から後方に突出した構造部分に、当該構造部分
の後面から内部に窪む部屋として形成される。スライダー収容部４４とスライダー収容部
４４とはスイッチ作動孔５１でつながっている。つまり、スイッチ作動孔５１は、スライ
ダー収容部４４の後部とスライダー収容部４４の前部とに貫通している。
【００３９】
　カバー固定部４７は、後容器３とスイッチカバー１５とを互いに結合する場合に使用さ
れるものであって、スイッチ収容部４６を囲む構造部分に外側から内部への窪みとして設
けられる。図４では右側の１個のカバー固定部４７が図示され、左側の１個のカバー固定
部４７がスイッチ収容部４６を囲む構造部分の左側に位置する関係から図示されていない
。
【００４０】
　鍔４８は、後容器３の前部から外側に突出した方形な板状になっている。ケース固定部
４９は、前容器２と後容器３とを互いに結合する場合に使用されるものであって、鍔４８
の周縁部に前後方向及び外側に開口する溝としてケース固定部４０と同じ個数設けられる
。取付部５０は、ケース固定部４９と干渉しない位置で、鍔４８の周縁部に前後方向への
貫通孔として取付部３９と同じ個数設けられる。取付部５０は、遊技操作装置１を図２の
相手側部材８５に取り付けられる場合に使用される。
【００４１】
　図４に戻り、固定軸受４には、前突部５５とレバー用孔５６及び後突部５７が設けられ
る。前突部５５は、固定軸受４の前面の中央部から前方に突出する筒状の突起を構成する
。レバー用孔５６は、前後方向への貫通孔として、固定軸受４の中央部に形成される。後
突部５７は、レバー用孔５６を囲む筒状の突起として、固定軸受４から後方に突出する。
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【００４２】
　可動軸受５には、前凹部５９と雌螺子部６０及びストッパー６１が設けられる。前凹部
５９は、可動軸受５の中心部で前後方向に貫通する孔の内面にレバー６の雄螺子部１９に
装着される形状に形成される。ストッパー６１は、前容器２のストッパー３６に衝突する
ことにより、レバー６の円周方向への回転運動範囲を規制するものであって、可動軸受５
の外面から直径方向外側に突出する。
【００４３】
　スライダー７は、前後方向に直線的に移動する部材であって、スイッチ作動体８、ばね
収容部６３、配線孔６４、ガイド部６５、接触子６６を備える。スイッチ作動体８は、ス
ライダー７の中心より直径方向外側にずれた位置で、スライダー７より後方に突出する突
起としてスライダー７に固定して設けられる。ばね収容部６３は、スライダー７の後面か
ら内部への窪みを構成する。配線孔６４は、前後方向への貫通孔として、スライダー７の
中心部に形成される。ガイド部６５は、スライダー７の外面から直径方向外側に突出しか
つスライダー７の前後方向に連続する突条として、複数個設けられる。
【００４４】
　接触子６６は、スライダー７の前周縁から前方に突出し又はスライダー７の後周縁から
後方に突出する板状の弾性片として、複数個設けられる。接触子６６の直径方向外側の面
には、スライダー収容部４４の内面に接触する凸部６７が設けられる。接触子６６を省略
し、スライダー７の外面が後容器３のスライダー収容部４４に接触しつつ、スライダー７
が前後方向に移動する構成でもよいが、接触子６６を設けることで、スライダー７と中容
器３との接触面積が減少し、スライダー７が前後方向に適切に移動できる。
【００４５】
　中立保持ばね９は、レバー６を中立位置に保持するような弾力をレバー６に与えるもの
であって、例えばコイルスプリングにより構成される
【００４６】
　スイッチ１０は、発光部６９と受光部７０とが凹部７１を隔てて互いに対峙し、電力を
スイッチ配線７２からスイッチ１０に供給した場合、発光部６９から放出された光Ｒ２を
受光部７０で受光する光電スイッチにより、非接触スイッチとして構成される。スイッチ
配線７２は被覆電線により構成される。
【００４７】
　スイッチカバー１５は、カバー本体部７４の両端部にカバー固定部７５を備える。カバ
ー本体部７４は、スイッチ収容部４６の後部開口を塞ぐものである。カバー固定部４７は
、後容器３とスイッチカバー１５とを互いに結合する場合に使用されるものであって、カ
バー本体部７４から前方に突出した弾性片の先端部にフック７６を備える。
【００４８】
　遊技操作装置１の組立方について説明すると、大まかには、前容器２には固定軸受４と
可動軸受５とレバー６と光源ユニット１２とが装着され、後容器３には少なくともスライ
ダー７と中立保持ばね９とが装着され、上記固定軸受４と可動軸受５とレバー６と光源ユ
ニット１２とを装着した前容器２と上記スライダー７と中立保持ばね９とを装着した後容
器とが互いに組み合わせられる。
【００４９】
　具体的には、固定軸受４が前容器２の軸受収容部３５に収容され、光源ユニット１２が
操作部１１を有するレバー６の内部に収容される。この光源ユニット１２及び操作部１１
を有するレバー６の後部が前容器２の前方からレバー用孔３７に挿入される。上記固定軸
受４の軸受収容部３５への収容はレバー６の後部のレバー用孔３７への挿入後に行われて
もよい。
【００５０】
　上記のように固定軸受４とレバー６の後部とが前容器２の内部に挿入された状態におい
て、可動軸受５とボトムキャップ２４とがレバー６の後部に装着される。つまり、可動軸
受５の雌螺子部６０がレバー６の雄螺子部１９に装着される際、前容器２のストッパー３



(9) JP 5723552 B2 2015.5.27

10

20

30

40

50

６と可動軸受５のストッパー６１とが円周方で衝突することがあり、その衝突が発生した
場合、レバー６が円周方向に回転されて、雄螺子部１９と雌螺子部６０とが互いに適切な
位置まで装着させるようにすればよい。この適切な位置への装着により、固定軸受４の後
突部５７が可動軸受５の前凹部５９に収容され、可動軸受５の前凹部５９の周りの前部が
固定軸受４の後突部５７の周りの部分に接触される。
【００５１】
　その後、ボトムキャップ２４の雌螺子部２５がレバー６の雄螺子部１９に装着されるこ
とにより、ボトムキャップ２４が可動軸受５に接触する。このようなレバー６の雄螺子部
１９に対する可動軸受５の雌螺子部６０とボトムキャップ２４の雌螺子部２５とからなる
ダブルナット構造により、可動軸受５とボトムキャップ２４とがレバー６に緩まないよう
に適切に取り付けられ、光源ユニット１２がレバー６の内部に適切に装着された状態にな
る。
【００５２】
　一方、スライダー７と中立保持ばね９とが後容器３のスライダー収容部４４に収容され
る場合、中立保持ばね９がスライダー７のばね収容部６３と後容器３のスライダー収容部
４４との両方にわたって収容される。スライダー７がスライダー収容部４４に収容される
場合、後容器３のガイド部４５とスライダー７のガイド部６５とが互いに前後方向に移動
可能に嵌め合わされ、スイッチ作動体８がスライダー収容部４４からスイッチ作動孔５１
に挿入され、スイッチ作動体８の後部がスイッチ収容部４６に配置される。
【００５３】
　その後、上記固定軸受４と可動軸受５とレバー６と光源ユニット１２とを装着した前容
器２と上記スライダー７と中立保持ばね９とを装着した後容器３とが互いに組み合わせら
れる場合には、前容器２のケース固定部４０と後容器３のケース固定部４９とが互いに結
合される。つまり、ケース固定部４０のフック４１がケース固定部４９に接触しつつ後方
に押されることにより、ケース固定部４０の弾性片が外側に撓む。
【００５４】
　そして、フック４１がケース固定部４９から後方に外れると、上記ケース固定部４０の
弾性片が元の位置に戻り、フック４１が後容器３の鍔４８のケース固定部４９の周りの後
部に対向して嵌合される。これにより、前容器２の鍔３８と後容器３の鍔４８とが互いに
接触した状態で、レバー６の後部と固定軸受４と可動軸受５と光源ユニット１２とボトム
キャップ２４とスライダー７と中立保持ばね９が前容器２の軸受収容部３５と後容器３の
スライダー収容部４４とからなる１つの内部空間に収容された状態で、前容器２と後容器
３とが互いに組み合わせられる。
【００５５】
　また、スイッチ１０が後容器３の後方からスイッチ収容部４６に挿入され、スイッチカ
バー１５が後容器３に組み付けられる。これらのスイッチ１０及びスイッチカバー１５が
後容器３に取り付けられるのは、前容器２と後容器３とが互いに組み合わせられるよりも
前の時期、前容器２と後容器３とが互いに組み合わせられた後の時期、スライダー７や中
立保持ばね９が後容器３に収容されるよりも前の時期、スライダー７や中立保持ばね９が
後容器３に収容された後の時期のいずれでもよい。
【００５６】
　スイッチカバー１５が後容器３に組み付けられる場合、スイッチカバー１５のカバー固
定部７５のフック７６がスイッチ収容部４６の構造部分の後方からカバー固定部４７に嵌
め込まれる。これにより、スイッチ１０がスイッチ収容部４６の前部とスイッチカバー１
５とで前後方向に挟まれて定位置に静止するように設置される。また、スイッチカバー１
５がスイッチ収容部４６の構造部分に取り付けられた場合、スイッチカバー１５が取り外
しづらいように、図６に示すようにスイッチカバー１５がスイッチ収容部４６の構造部分
に隙間がないように接触しかつスイッチ収容部４６の構造部分よりも外側に突出しない態
様になり、スイッチ１０を交換しづらいものの、スイッチ１０が遊技者により不正に操作
される不正行為はスイッチカバー１５で適切に防止される。
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【００５７】
　以上によって、遊技操作装置１が図２及び図６に示す形状に構成される。つまり、図２
に示すように、中立保持ばね９の弾力がスライダー７からボトムキャップ２４に経由して
レバー６や可動軸受５及び固定軸受４に前方に押す力として伝達され、固定軸受４が前容
器２の前部に受け止められ、レバー６が中立位置に保持され、スイッチ作動体８がスイッ
チ１０の光Ｒ２よりも前に離れて配置される。また、図６に示すように、前容器２のケー
ス固定部４０と後容器３のケース固定部４９とが互いに結合し、前容器２の鍔３８と後容
器３の鍔４８とが接触し、レバー６に設けられた操作部１１が前容器２より前方に突出し
、コネクタ配線２３が後容器３より後方に突出し、スイッチ配線７２が後容器３より下方
に突出する。
【００５８】
　図２において、光源１３が点灯不良になった場合、固定具８６が外され、遊技操作装置
１が相手側部材８５から外された後、図６に示すケース固定部４０とケース固定部４９と
の嵌合が解除され、後容器３が前容器２から外される。そして、ボトムキャップ２４がレ
バー６から外され、コネクタ配線２３が後方に引き抜かれると、光源ユニット１２がレバ
ー６から引き抜かれ、点灯不良の光源１３を点灯良好な光源１３に交換して、光源ユニッ
ト１２を再使用することができる。
【００５９】
　図６に示すようにケース固定部４０とケース固定部４９とが互いに嵌合されて、前容器
２と後容器３とが互いに１つの容器を構成しているので、図４に示す後容器３から取付孔
５０や取付孔５０の周囲が除去され、遊技操作装置１が相手側部材８５に取り付けられる
場合、固定具８６が後容器３を相手側部材８５に固定しない構造にすれば、光源１３が点
灯不良になった場合、固定具８６を外すことなく、遊技操作装置１を相手側部材８５から
外すことなく、図６に示すケース固定部４０とケース固定部４９との嵌合が解除され、後
容器３が前容器２から外された後、ボトムキャップ２４がレバー６から外され、コネクタ
配線２３が後方に引き抜かれると、光源ユニット１２がレバー６から引き抜かれ、点灯不
良の光源１３を点灯良好な光源１３に交換することができる。
【００６０】
　図２において、可動軸受５とコネクタ１４とが互いに１つの部材として結合された構造
でもよいが、可動軸受５とコネクタ１４とが互いに別々の部材として構成されているので
、点灯不良の光源１３を点灯良好な光源１３に交換する場合、ボトムキャップ２４がレバ
ー６から外されても、固定軸受４および可動軸受５からなる軸受がレバー６を前容器２に
回転可能に支持した構成を維持することができる。
【００６１】
「実施の形態２」
　図７を参照し、実施の形態２に係る光源ユニット１２について説明する。この光源ユニ
ット１２のコネクタ１４が合成樹脂からなる棒状のコネクタボディ７８の内部に裸電線７
９及び裸電線７９の両端部に接続されたコネクタ端子８０；８１を埋設した構成であるこ
とを特徴とする。そして、光源端子２０がコネクタ１４の外側からコネクタ端子８０に接
続され、コネクタ配線２３の端部に接続された端子８２がコネクタ１４の外側からコネク
タ端子８１に接続された状態において、電気がコネクタ配線２３から端子８２とコネクタ
端子８１と裸電線７９とコネクタ端子８０及び光源端子２０を経由して光源１３に供給さ
れると、光源１３が点灯する。コネクタボディ７８は、図１のＡ図におけるコネクタボデ
ィ２２に類似するものである。コネクタボディ７８が、図１のＡ図におけるレバー６の内
部に挿入された場合、レバー６と接触してレバー６の内部に配置される。
【符号の説明】
【００６２】
１は遊技操作装置、２は前容器、３は後容器、４は固定軸受、５は可動軸受、６はレバー
、７はスライダー、８はスイッチ作動体、９は中立保持ばね、１０はスイッチ、１１は操
作部、１２は光源ユニット、１３は光源、１４はコネクタ、１５はカバーレンズ、１６；
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１７は欠番、１８は光拡散部、１９は雄螺子部、２０は光源端子、２１はコネクタ端子、
２２はコネクタボディ、２３はコネクタ配線、２４はボトムキャップ、２５は雌螺子部、
２６は配線孔、２７；２８は欠番、２９は第１ボディ、３０は第２ボディ、３１は配線収
容部、３２は配線収容部、３４は欠番、３５は軸受収容部、３６はストッパー、３７はレ
バー用孔、３８は鍔、３９は取付部、４０はケース固定部、４１はフック、４２；４３は
欠番、４４はスライダー収容部、４５はガイド部、４６はスイッチ収容部、４７はカバー
固定部、４８は鍔、４９はケース固定部、５０は取付部、５１はスイッチ作動孔、５２乃
至５４は欠番、５５は前突部、５６はレバー用孔、５７は後突部、５８は欠番、５９は前
凹部、６０は雌螺子部、６１はストッパー、６２は欠番、６３はばね収容部、６４は配線
孔、６５はガイド部、６６は接触子、６７は凸部、６８は欠番、６９は発光部、７０は受
光部、７１は凹部、７２はスイッチ配線、７３は欠番、７４はカバー本体部、７５はカバ
ー固定部、７６はフック、７７は欠番、７８はコネクタボディ、７９は裸電線、８０はコ
ネクタ端子、８１はコネクタ端子、８２は端子、８３；８４は欠番、８５は相手側部材、
８６は固定具。

【図１】 【図２】

【図３】
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